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会議の主催者は、ウェスタンケープ大学貧困・土地・農村問題研究所（Institute for Poverty, Land 
and Agrarian Studies: PLAAS）、ステレンボッシュ大学社会学・社会人類学部、ケープタウン




報告件数は 180件に上った（de Satgé 2013）。 
大規模な国際会議の場では質疑応答の時間も限られており、報告者が提起した個々の論点
について必ずしも深い議論が行われたとは言えないが、グギレ・ンクウィンティ（Gugile 
Nkwinti）農村開発土地改革大臣と農村開発土地改革省（Department of Rural Development and 





















ると述べ、さらには南アフリカ憲法向上協議会（Council for the Advancement of the South 


























～22日にケープタウン大学アフリカ研究センター（Centre for African Studies: CAS）、ローズ
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大学、コミュニティ・アウトリーチ教育信託基金（Trust for Community Outreach and Education: 
TCOE）という 3つの機関の共催により開かれた「南アフリカにおける土地、人種、国民：土
地収奪の 1世紀 1913-2013」と題する国際会議は、参加者と報告者の大部分が土地 NGO や
社会運動団体などの市民組織の関係者とコミュニティの代表者によって占められ、研究者の
参加者はごく少数であった。 
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